
平成２５年度 県内の主なＩＣＴ利活用事例 

 
《 少子化対策 》   会員がお見合い相手を直接探せる「結婚支援システム」の導入 

   

  【「結婚支援システム」のイメージ】   

 

 

       
                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                                               （出典： 県民のあゆみ 平成２６年１月号） 

                                            

                

《 福祉 》     タブレット端末による「買い物難民」支援（社会実験） 

 

【タブレット端末による「買い物難民」支援のイメージ】   

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                          （資料提供：NPO 法人きらりよしじまネットワーク） 

 

 

 ○ 「やまがた結婚サポートセンター」（山形市本町）が新たに、会員がお見合い相手を簡単に

探せる本人直接検索型「結婚支援システム」を導入。 
 ○ 会員が希望する相手の年齢や収入、職業、最終学歴、居住地などの項目を入力すると、登録

された会員の中からお互いの条件が一致する相手が画面に表示される。 
 ○ 実際に会うことを希望した場合、センターのタブレット端末からワンタッチで申し込め、会

員専用のマイページを通じて申込みを受けた相手が承諾すれば、コーディネーターが日時を調

整。 
 ○ センターのコーディネーターが会員の希望を聞いて手作業で探していたときに比べ、お見合

いまでの時間が短縮された。 

○ この社会実験では、外出が難しい高齢者、介護

世帯を対象にモニターになってもらいタブレッ

トを配布。配布されたタブレットには、地元の

商店で販売されている食料品や日用雑貨が注文

できるアプリに似せたサイトが設定されてい

る。 

○ 商品を注文する際、画面に商品が写真で表示さ

れる。選んだ注文品は後日注文したモニターに 

宅配される買物の代行サービスである。 

○ また、この端末には「見守り機能」もついてお

り、モニター側から元気がないといった連絡が

あった時や、タブレットを利用した形跡がない

時は、担当者が電話や直接訪問して安否を確認

する。 
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